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リンゴわい化栽培支柱の強度からみた支柱選択と補強法

第1報　鋼管支柱について
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1　は　し　が　き

リンゴわい化栽培では，支柱が不可欠であり，鋼管や木

材等の棒支柱，又はトレリスの利用を奨めており，これら

支柱の架設に当たっては，十分な強度を有する資材を使用

するようにしている。

しかし，実際には多種多様の資材と架設方法が取り入れ

られており，台風の通過の際に支柱強度あるいは架設方法

の不備により，倒伏や折損などの被害を受ける事例も多く

見られた。

これらのことから．樹高，樹幅，及び結実量の多少と風

速の影響を加味した，支柱資材とその補強方法を，計算に

より検討した。

なお，本実験に当たっては．関係メーカーから資料提供

をうけた。深く謝意を表する。

2　方　　　　法

支柱用鋼管の種類は．一般構造用材〔JIS・STK－41〕

（以下ST良一41という）と，機械構造用材〔JIS・STE

－址〕（以下STE－Mという）が主であり，この2種につ

いて検討を行った。

（日　鋼管支柱の基本材質及び防蝕様式

1）　STK－41

外径：34■1，42．7靡■．60．5暮嘉

肉厚　2．311

防蝕様式（む　溶融亜鉛メッキ（500㌢／据）

⑧　ポストジンク＋アクリル被覆

③　ポストジンク十ポリエステル被覆

2）　STK－M

外径　38．1∬

内原　1．2眞■，0．91嘉

防蝕様式　ポストジンク＋塩ビ被覆

（2）補強方法

棒支柱の補強方法は．支柱の上端をワイヤーあるいは

6～8番の針金で固定．張線し，植並みの両端はアンカー

に張線する方法とした。なお．横ぶれ防止のため，10〝量程

度の間隔で十字に張線を行ったうえ，同様にアンカー留め

－223－

とした。以下補助架線方式と呼ぶことにする。

は）計算式

強度について．圧縮荷重，曲げ応力はゴルドン・ラン

キンの公式により，また．風に対するモーメントは施設園

芸協会の基準により求めた。

D；外径　　d；内径

Z；断面係数　Z＝竜（DL弟

1；断面二次モーメントⅠ岩羞（DLd4）

A；断面積　A三号（D2－d2）

i；断面二次半径i三、号

E；ヤング率（2100ton／／髄を使用）

F；F値　　一般メッキ材……2．4t．／局

未焼鈍材・・・＝……・4．5レi撼

（引張試験破断力係数；抗張力の70％値．又は降伏

点のうち小さい方の値）

Ⅴ；風速　　　N；果実重量（均／本）

8；遮へい率（20％とした）

0；風力係数（平面の場合の1．2を使用）

比；樹高　　W；樹幅（2mとした）

bl；樹高（裾高を引いたもの）

b2；裾高（0．5mとした）

ll　棒支柱のみの場合

支柱に対すろモーメント址は．

M＝0．0168。hlWV2√訂（古b12＋blb2）

支柱の果実による圧縮荷重は

限界細長比』〒席語，細長比＝＝埋

となり．A＞』であれば，許容圧縮応力度roは．

rc≡旦欝で・
短期の場合rO●…1．5reである。

短期応力度‘C芸了

圧縮側曲げ応力度　0¢b＝昔

とし，ここで器′十等旦こβとおけば・♂＜1であれば合
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格であり，βが小さい程強度に余裕があることになる。

2）補助架線方式の場合

この場合．風によるモーメントMは

劇卜；
0．0168血12wv2√訂（2b2＋bl）2

8H2

となり，以下は同様に計算できる。

3　結果及び考察

強風時には．風速30m．ぺ以上で大部分の果実が落果す

るので，樹高3め，果重40晦で．風速30呵／S以上に耐え

ることが支柱強度の目やすと考えられる。

STR‾41の，外径34日㌧肉厚2．31嘉の棒支柱では．樹

高2．5mで，1樹当たりの采重が40枚風速30町々までは

耐えるが瀾高が3呵こなると，果重20吻以上，風速25曙弓

以上では不合格であった。STX－41の場合．棒支柱では

11）鋼管（一・般構造別材JIS・STK－41）の場合

規格　外径3働m　呼さ　2．3加11

条件　樹高2．0～3．5m

裾高0．5m

茸架量20、50柏

補助架線方式
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外径42・7Ⅲ以上の規格が必要であった0－万これに補助無

線方式をとると・外径34mでも・樹高3・5m・果重50吻■風

速35鵜バまで耐えることができ．大幅な強度の増大がみ
られた。

STK一皿の・外径38・1職・肉厚0・9mの棒支柱では，晦

高が3巾の場合は・果重20毎でも風速25m／盲に耐えられな

い0また同村の肉厚1・2蝕のものでは・樹高が3mの場合

は・果重40毎で風速22両が限界となる。一方補助架線

方式では，内原0．9川で，樹高3m．果重40毎．風速35机

以上まで耐えることができる。また・肉厚L2仰のものでは．

樹霜3m・果重40毎で，風速45叫まで・樹高3・5mでも果

重40晦で風速30秒／S以上に耐えることができるなど強度
の増大がみられろ。

これらのことから．STK－41あるいはSTK一皿などの

支柱を使用する場合は．補助架線方式をとることにより大
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図1　支柱強度計算図

幅な強度増が期待でき．強風時の被害を軽減しうる。

なお，M26台を中心としたわい化栽培では，結果部位を

地上2・5舵とし，樹高は3～3．5所を目標としており，補助

架線方式では，作業上あるいは主幹をまっすぐに誘引する

都合上，支柱の高さは地上2．5～3．0mとしたい。したがっ

て実際の支柱の長さは3．0～4．0舵のものを使用し，地中に
は75α前後埋設するのが良い。

4　ま　　と　　め

リンゴわい化栽培用の鋼管支柱の強度を計算し，その補

強方法を検討した。支柱の強度は，樹高3舵．果重40極で

風速30両，以上に耐えることを目やすとした。

（1）STK－41は，棒支柱として使用する場合．肉摩

2・3mでは強度が不足し．外径42．7m以上が必要である。

（2）STE一光は．肉厚0．9m及び1．2職，外径38．1mでは
強度が不足した。

（3）しかし，上記のいずれの支柱でも，補助架線による

補強方法をとれば，強度が著しく増加し．強風被害を軽減
できる。


